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写真を撮るため、時々外国にもでかけます。イタリア旅行で印象に残っているの
は、1987年に世界遺産に登録された｢ヴェネツィアとその潟｣です。ヴェネツィアに
は120以上の島が集まり、その島々の間を走る運河は170以上。その上に架かる橋も
400以上に及びます。交通手段は、船(水上バス、ゴンゴラなど)と徒歩です。横断歩
道のない街、それがヴェネツィアです。

いま、国民が政治と社会を動かしています
上意下達の職場も転換していく年に！上意下達の職場も転換していく年に！

１
９
６
８
年
に
就
職
し
た

普
通
科
28
期
生
も
二
年
後
に

は
退
職
だ
。
当
時
、
世
界
各

地
で
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が

広
が
っ
て
い
た
。
物
語
の
舞

台
、
プ
ラ
ハ
で
は
「
社
会
主

義
」
と
い
う
名
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
に
対
す
る
民
主
化
運
動
が

広
が
り
、
68
年
春
、
彼
ら
は

実
権
を
握
っ
た
。
集
会
・
結

社
の
自
由
を
認
め
る
「
新
行

動
綱
領
」
採
択
に
青
年
た
ち

が
狂
喜
し
た
も
の
の
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
条
約
軍
は
プ
ラ
ハ
に

侵
入
し
市
民
数
十
人
を
射
殺

し
、
夢
を
つ
ぶ
し
た
。

チ
ェ
コ
に
追
放
さ
れ
て
い

た
東
ド
イ
ツ
の
反

体
制
活
動
家
・
カ

テ
リ
ー
ナ
は
カ
レ

ル
大
学
の
教
授
と

知
り
合
い
、
秘
密

警
察
の
迫
害
を
覚

悟
し
な
が
ら
ラ
ジ

オ
番
組「
プ
ラ
ハ
国
際
放
送
」

の
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
人
々

に
民
主
化
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
続
け
る
。
雨
の
降
り
し

き
る
あ
る
日
、
カ
テ
リ
ー
ナ

と
出
会
っ
た
の
は
日
本
の
外

交
官
・
堀
江
亮
介
。
立
場
を

越
え
て
彼
女
ら
の
思
い
を
受

け
止
め
、
彼
女
へ
の
愛
を
貫

こ
う
と
す
る
。

二
人
の
愛
の
行
方
と
民
主

化
運
動
を
め
ぐ
る
暗
闘
、
一

気
に
読
ま
さ
れ
た
が
、
カ
テ

リ
ー
ナ
の
言
葉
が
印
象
的
。

「
ま
や
か
し
の
社
会
主
義

の
崩
壊
は
人
類
に
と
っ
て
悲

劇
的
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と

は
「
飽
く
な
き
自
己
啓
発
」

と
い
う
ゴ
ー
ル
の
無
い
、
ら

せ
ん
階
段
を
ひ
た
走
っ
て
い

な
い
。
社
会
が

新
卒
者
に
対
し

て
も「
即
戦
力
」

を
求
め
る
こ
の

時
代
、
私
た
ち

が
。著

者
は
宣
戦
布
告
し
た
。

「
生
き
さ
せ
ろ
！
」
と
。

（
太
田
出
版
）

田
山

文
武

（
全
国
税
中
央
執
行
委
員
）

■

プ
ラ
ハ
の
春

春
江
一
也

著

国
税
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
▼
暮
れ
に
は
、

昼
休
み
相
談
と
い
う
、
長
官

か
ら
の
有
難
く
な
い
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
現
場
は

大
い
に
迷
惑
さ
せ
ら
れ
困
惑

さ
せ
ら
れ
て
い
る
▼
本
紙
に

掲
載
し
た
歴
代
長
官
の
写
真

に
「
こ
う
い
う
ポ
ス
ト
に
就

く
と
似
た
人
相
に
な
る
ん
だ

な
ぁ
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ

た
。
す
か
さ
ず
「
こ
の
間
に

大
阪
府
知
事
が
入
っ
て
も
違

和
感
が
な
い
」
と
の
突
っ
込

み
に
職
場
は
大
爆
笑
▼
同
じ

年
の
暮
れ
、
調
査
先
が
元
長

官
の
発
言
の
雑
誌
を「
証
拠
」

と
し
て
持
参
し
て
自
説
を
展

開
し
た
。
税
の
専
門
家
を
自

負
す
る
御
仁
も
、
税
法
適
用

の
実
際
は
ご
存
じ
な
い
ら
し

い
。
天
下
り
後
の
勝
手
な
弁

舌
は
現
職
時
代
以
上
に
迷
惑

だ
。

新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年

も
全
国
税
と

機
関
紙
『
全

〈
出
題
〉
九
段

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

竜
が
よ
く
働
く
…
…
。

（
10
分
で
二
段
）

持
駒

金
桂

新
春
に
私
が
薦
め
た
い
、
こ
の
一
冊

こ
の
本
は
こ
う
締
め
く
く

る
。「
た
だ
生
き
る
こ
と
が

脅
か
さ
れ
る
国
で
、
い
っ
た

い
誰
が
マ
ト
モ
に
生
き
て
い

け
る
だ
ろ
う
」
…
。

若
者
の
深
刻
な
雇
用
状
況

か
ら
生
ま
れ
る
問
題
は
、
一

度
足
を
踏
み
入
れ
る
と
二
度

と
出
て
こ
ら
れ
な
い
フ
リ
ー

タ
ー
や
ニ
ー
ト
だ
け
に
限
ら

かつては「アドリア海の女王」と称えられ、ヨーロッパを代表する海洋国家と
して栄華を誇った都市は衰退への道をたどりましたが、19世紀にヨーロッパ各地
から芸術家や文人が集まり、カフェ文化が花開きました。
遠くの島々を眺めていると、先人の平和への思いが風となって押し寄せてくる
ようです。 【写真と文／全国税関信地連大宮分会・中島計衛】

に
な
る
。
資
本
主
義
の
悪
な

る
部
分
に
対
抗
す
る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
が
な
く
な
る
。
資
本

主
義
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
な

く
暴
走
し
、
競
争
と
弱
肉
強

食
の
独
占
論
理
が
人
間
社
会

の
隅
々
ま
で
行
き
渡
り
、

人
々
を
窒
息
さ
せ
る
。
社
会

主
義
の
自
滅
が
資
本
主
義
そ

し
て
経
済
帝
国
主
義
を
野
放

し
に
す
る
。
大
資
本
の
果
て

し
な
い
搾
取
と
人
心
の
荒
廃

そ
し
て
環
境
破
壊
が
進
行

し
、
人
類
滅
亡
の
危
機
が
迫

る
で
し
ょ
う
」。

そ
の
後
の
歴
史
は
予
言
ど

お
り
の
展
開
を
た
ど
っ
た
。

主
人
公
ら
の
生
き
方
は
、

私
た
ち
に
「
誰
の
た
め
に
、

何
の
た
め
に
、
ど
う
考
え
、

ど
う
行
動
す
る
か
」を
問
う
。

（
集
英
社
）

山
口

潤
一
郎

（
全
国
税
中
央
執
行
委
員
長
）

る
。ど

う
や
ら
私
た

ち
は
、
彼
ら
と
合

流
す
る
時
が
来
た

よ
う
だ
。
す
べ
て

の
若
者
が
手
を
取

り
合
う
、
そ
の
時

■

生
き
さ
せ
ろ
！

難
民
化
す
る
若
者
た
ち

雨
宮

処
凛

著

“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。
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